





















































の平均練習回数は、注射準備 3.8 回、輸液の実施・管理 4.9
回，尿道留置カテーテル留置3.4回、口鼻腔吸引・気管内吸引
3.5回、経管栄養3.1回、静脈血採血5.9回であった。 
 看護技術の演習前後の習得度では、全ての項目で演習後に
有意に上昇し（注射準備；ｔ（77）＝12.6，輸液の実施・管理；ｔ
（78）＝13.3，尿道留置カテーテル留置；ｔ（75）＝14.2，口鼻腔
吸引・気管内吸引；ｔ（76）＝14.3，経管栄養；ｔ（76）＝12.0，静脈
血採血；ｔ（77）＝12.9，いずれもｐ＜.05）、「助言がなくてもでき
る・助言があればできる」とほぼ全員が回答した。 
年度別の比較では、デモンストレーションを行わなかった
2011年度（ｎ＝32）の方が、2010年度（ｎ＝53）に比べ静脈血採
血で有意に習得度が高かった（Ｗ＝899.5，漸近有意確
率.007）が、他の 5 項目では有意差はみられなかった。また、
練習回数と技術習得については、輸液管理（ｒ＝.21）に弱い相
関がみられるのみだった。 
 演習成果の自覚については、81.2％が「技術に対する不安
が少なくなった」と答え、96.5％が「就職の心構えになった」と
答えた。「技術に対する不安がなくなった」と演習後の各看護
技術の習得度の関係では、すべての項目についてｒ＝.21
～.30の弱い正の相関が認められた。 
 
Ⅳ 考察 
 技術習得度の有意な上昇と技術への不安減少により、卒業
前教育プログラムが有効であることが示唆された。技術習得度
が上がるほど不安減少につながっていることから、技術を体験
し、なんとなく思い出すことだけで不安が軽減するのではな
く、技術習得の自信が不安をより軽減させるとわかった。デモ
ンストレーションをなくしたほうが主体的に学び習得度が上が
るのではないかと期待したが、静脈血採血のみにしか影響は
見られておらず、効果は部分的であった。 
 看護技術の習得には反復練習が必要であるが、限られた時
間で十分な機会を提供することは困難である。意味のある練
習ができるための方策について、今後さらに検討していく必要
がある。 
 
Ⅴ 結論 
 卒業前教育プログラムは、看護技術の習得に有効であり、就
職への不安の軽減には、技術習得の自信が関与していた。 
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